
１．ハイリスクの状態

2．当院の年間分娩件数

3．連携医療機関

ハイリスク妊娠・分娩について

　　当院では他の保険医療機関との連携体制により、

　　 リスクの高い妊娠・分娩に対応しております。

○妊娠22週から32週未満の早産 ○妊娠高血圧症候群重症

○前置胎盤(妊娠28週以降の出血等) ○子宮内胎児発育遅延

○多胎妊娠 ○糖尿病(治療中のもの)

○心疾患(治療中のもの) ○特発性血小板減少性紫斑病(治療中)

○白血病(治療中のもの) ○血友病(治療中のもの)

○40歳以上の初産婦 ○常位胎盤早期剥離

○出血傾向の状態(治療中のもの) ○HIV陽性

○双胎間輸血症候群 ○妊娠中の開腹手術実施又は予定

○精神疾患(精神療法実施中) ○分娩前のBMIが35以上の初産婦

ホームページ内『うむなび』に連携医療機関掲載

　配置助産師数 24人

　令和7年1月～令和7年12月 356例

　配置医師数 7人


